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成分1 成分2 成分3 成分4 成分5 成分6 成分7 成分8 ※共通性（因子抽出後）
20 0.674 －0.207 －0.300 0.011 0.048 －0.158 －0.175 0.064 0.650
26 0.667 －0.173 －0.244 －0.121 0.018 0.015 －0.072 －0.043 0.557
30 0.665 －0.045 －0.141 0.175 0.023 0.159 0.202 0.022 0.562
24 0.664 0.025 －0.224 0.324 －0.081 0.087 －0.033 0.043 0.614
27 0.658 －0.228 －0.218 －0.049 －0.058 －0.019 0.166 0.097 0.575
23 0.647 －0.326 －0.201 －0.049 －0.032 －0.004 0.058 0.077 0.577
22 0.632 －0.112 －0.226 －0.020 －0.125 －0.269 －0.005 0.096 0.560
16 0.624 －0.231 －0.174 －0.184 0.101 0.069 0.219 －0.188 0.605
21 0.616 0.090 －0.116 0.318 －0.027 －0.047 －0.175 0.076 0.542
40 0.568 0.123 －0.075 －0.103 －0.301 －0.268 －0.010 0.206 0.558
32 0.566 0.407 －0.029 －0.263 0.186 0.120 －0.185 －0.049 0.642
14 0.553 －0.220 －0.200 －0.225 0.302 －0.039 0.021 0.064 0.542
25 0.544 －0.272 0.041 －0.198 0.029 －0.018 －0.105 0.008 0.423
28 0.544 －0.028 0.093 －0.158 －0.243 0.181 0.038 0.288 0.506
19 0.542 －0.038 －0.216 0.258 －0.001 －0.187 －0.337 －0.103 0.568
42 0.526 0.145 －0.229 0.291 0.115 0.053 0.190 －0.002 0.487
8 0.526 －0.060 0.050 0.026 0.075 0.186 －0.371 －0.128 0.477
5 0.522 －0.009 0.371 0.185 0.065 －0.060 －0.023 －0.043 0.455
29 0.509 －0.307 －0.004 －0.284 －0.095 －0.069 0.047 －0.040 0.452
4 0.506 0.016 0.353 －0.041 －0.003 －0.044 0.216 －0.267 0.502
34 0.501 0.363 0.094 －0.148 －0.148 0.043 0.114 0.088 0.458
13 0.501 －0.255 －0.150 －0.140 0.252 0.030 0.215 －0.264 0.538
7 0.467 －0.080 －0.082 0.070 －0.099 0.152 －0.383 －0.364 0.548
37 0.466 0.364 －0.193 0.042 0.015 －0.157 －0.082 0.037 0.422
10 0.464 －0.124 0.223 －0.104 －0.148 0.240 0.214 －0.241 0.475
39 0.462 0.456 0.047 －0.052 －0.313 －0.275 0.169 －0.062 0.632
38 0.454 0.344 －0.174 －0.008 0.243 0.028 0.067 0.127 0.436
2 0.443 －0.086 0.426 0.068 0.228 －0.177 －0.124 0.060 0.491
11 0.434 －0.161 0.367 －0.110 －0.350 0.252 －0.132 0.195 0.602
41 0.432 0.136 －0.053 0.276 －0.305 －0.151 0.228 －0.195 0.490
9 0.429 0.152 0.059 0.318 －0.132 0.241 －0.122 －0.095 0.411
18 0.406 0.149 0.093 0.273 0.062 0.315 0.219 0.117 0.435
17 0.406 －0.185 0.171 －0.187 －0.044 0.139 0.126 0.071 0.305
1 0.404 0.037 0.349 0.088 0.145 －0.158 0.098 －0.371 0.488
12 0.403 －0.318 0.321 －0.038 －0.279 0.038 －0.188 0.142 0.503
33 0.501 0.526 0.092 －0.134 －0.121 －0.149 0.052 －0.041 0.596
31 0.333 0.488 －0.136 －0.382 0.304 0.110 －0.152 0.050 0.644
6 0.374 －0.130 0.534 0.209 0.187 －0.184 －0.029 0.123 0.570
3 0.342 －0.091 0.459 0.033 0.312 －0.348 －0.029 0.106 0.568
35 0.384 0.357 0.283 －0.335 0.041 0.080 －0.082 －0.011 0.482
15 0.339 －0.069 0.026 0.226 0.331 0.070 0.209 0.354 0.455
36 0.318 0.182 0.155 0.177 0.150 0.377 －0.051 0.048 0.359























20 K 援助の対象となる領域に関する幅広い知識を身につけている． .748




24 K 複数のソーシャルワークの援助理論を身につけている． .677
14 A ソーシャルワークの進め方を，自分自身の判断で決定することができる． .674
13 A 他職種と協働するときに裁量権を発揮することもできる． .607
42 Ed 実践をもとにして，論文を書くこともある． .551
8 Et ソーシャルワーカーには何故倫理が問われるのか，その理由を理解している． .550

















































領域 設問文 第1因子 第2因子
K 複数のソーシャルワークの援助理論を，意図的に使い分けている .653 .159











A 他職種と協働するときに，自分の意見が採用されている .492 －.325
PA 専門職団体に所属する意義を意識して，当該活動に参加している .437 .270
S 援助計画を策定する際には，利用者の意向を常に優先している .408 －.112



























































クラスター Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
年齢 中 中 低 低 高
相談援助職の経験 中 中 短 短 高
職場内外スーパービジョン経験 中 中 少 少 多
専門職性因子得点 中 中 低 低 高
迷い因子得点 低 高 高 低 高
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資料　SWPI項目内容
領域 No 設問文
使命感（C）
1 自分の仕事を努力して続けることにより自己実現を図れると思う
2
自分の仕事は，弱い立場の人や権利が侵害されている状態にある人の力になる
仕事だと思う
3 この仕事は，他者に献身するという側面をもっている
4 単に生活手段としてではなく，仕事には一種の使命感をもっている
5 この仕事は，ソーシャルワークの価値を実現するための仕事だと認識している
6 この仕事は，公共の福祉に貢献するものであると思う
倫理性（Et）
7 自分の所属している職能団体の倫理綱領をよく理解している
8 ソーシャルワーカーには何故倫理が問われるのか，その理由を理解している
9 判断に迷うとき，倫理綱領を参照する
10 所属機関や同僚の非倫理的行動を見過ごすことはできない
11
いかなる状況にあろうとクライエントの人としての尊厳を守ることを念頭にお
いている
12 クライエントには，中立・公正な態度で接している
自律性（A）
13 他職種と協働するときに裁量権を発揮することもできる
14 ソーシャルワーク援助の進め方を，自分自身の判断で決定することができる
15 他者の指示によらず仕事を進めていくことをめざしている
16
クライエントの自己決定を実現するために，必要に応じて援助チームのなかで
イニシアチブがとれる
17 責任を伴った判断をしなければならない場合がある
18 開業することもできる仕事であると思う
知識・理論（K）
19 社会福祉に関する幅広い知識を系統立てて学んでいる
20 援助の対象となる領域に関する幅広い知識を身につけている
21 クライエントを理解するための諸理論を学んでいる
22 幅広く，かつ最新の社会資源の情報を有している
23 人とそれを取り巻く状況を理解する幅広い知識および洞察力を有している
24 複数のソーシャルワークの援助理論を身につけている
専門的技能
（S）
25 クライエントとの間で適切な人間関係が築ける
26
クライエントのおかれた状況やその問題に対してアセスメントを行い，援助計
画を立案できる
27 問題解決の方法について，創造的・効果的に工夫できる
28 クライエント自身の力を引き出すよう心がけている
29 他職種や同僚とうまく連携し，適切な人間関係が築ける
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30 必要に応じて社会に向かって行動や発言をすることができる
専門団体との
関係（PA）
31 専門職団体に所属している
32 専門職団体に所属する意味を理解している
33
専門職団体の提供する教育・研修・現任訓練等のプログラムには，日頃から関
心をもっている
34 必要とあらば所属する専門職団体の活動に協力する用意がある
35
専門職団体を通してソーシャルワーカー全体のレベルの向上を図ることは大切
だと思う
36 専門職団体に所属することは自己規制につながると思う
教育・自己研
鑽（Ed）
37 仕事上必要な専門誌や専門書などを定期的に購読している
38 関連学会に所属している
39 講演会や研修等にはできるだけ参加している
40 仕事に関連する最新の情報を入手し，更新するよう心がけている
41 様々なスーパービジョンの機会を活用している
42 実践をもとにして，論文を書くこともある
